
Ｒ５．４更新

●日本脳炎の予防接種が定期接種に（２０歳未満の方）

●日本脳炎とは？

●日本脳炎の予防接種

●日本脳炎予防接種の対象者と接種の仕方

　●合計4回の接種が必要です

（1期初回➀）

↓ 6日以上（おすすめは6日～28日）あける

（1期初回➁）

↓ 6ヶ月以上（おすすめは概ね1年）あける

（1期追加）

↓ 6日以上（おすすめは概ね5年）あける

（2期）

　　

【1期】 　●合計4回の接種が必要です。

【１期】

（1期初回➀）

↓ 6日以上（おすすめは6日～28日）あける

【2期】 （1期初回➁）

９歳以上  ↓ 6ヶ月以上（おすすめは概ね1年）あける

（1期追加）

【２期】

1回目接種

２回目接種

平成22年4月2日以降

　13歳未満 ３回目接種

４回目接種

生後6ヶ月以上

7歳6ヶ月未満

20歳未満

（特例対象）

1回目接種

平成15年4月2日～平成16年4月1日 ２回目接種

平成16年4月2日～平成17年4月1日

平成17年4月2日～平成18年4月1日 ３回目接種

平成18年4月2日～平成19年4月1日

４回目接種

北海道はH２７年度までは、「日本脳炎を行う必要がない区域」として指定されていましたが、道内
においても住民の方々が道外や海外に行き来する機会が増えていること等から、平成２８年４月１日
から定期予防接種として実施されています。

日本脳炎ウィルスを持つ蚊が人を刺すことによって感染する病気です。
ヒトからヒトへの感染はありません。
潜伏期は６日～１６日とされ、高熱、頭痛、嘔吐などの他、意識障害やけいれんなどの中枢神経障害
を引き起こします。発症した場合の死亡率は20～40％で、幼少期はリスクが高いと言われていま
す。
しかし、感染しても発症しないことが多く、発症者は感染者100～1000人に1人程度です。

第1期3回、第２期1回の合計4回、皮下接種を行います。定期接種対象者は費用はかかりません。
予防接種は「受けるように努めなければならない」とされていますが、効用や副反応を考慮して「受
けるか受けないか」は保護者（又は本人）が決めることとなります。
迷っていたり、情報が不足して判断しかねる場合などは、ご相談ください。

お子さんの生年月日 接種できる年齢 接種の回数・間隔・注意点

㊟20歳以上となると任意予防接種となり全額自己負担となります

㊟7歳6ヶ月までに1期3回を完了できなかった方が、1期の残りの回

数を9歳に達してから接種することはできません。（任意予防接種で、

全額自己負担で接種することは可能）

誕生日が来たら

２０歳（対象外）

Ｈ２２年４月～Ｈ２３年３月生は

誕生日がきたら１３歳（対象外）


